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文責：校長 草野和代

進んで学び 心やさしく たくましく令和４年度

新しい年，２０２３

年（令和５年）がやっ

てきました。明けまし

ておめでとうございま

す。

年末年始を家族と共

に過ごし，それぞれに

楽しい思い出をつくった子どもたちが，学校に戻

ってきました。いよいよ３学期のスタートです。

ご家庭の皆様のご協力により，感染対策を講じな

がら，子どもたちは冬休みを元気に楽しく過ごせ

たようです。本当にありがとうございました。

３学期は，わずか５１日です。一人一人が新し

い学年になる心の準備をしっかりと整えて４月を

迎えられるよう，子どもたちの主体性を引き出し，

一日一日を充実させていきたいと思います。

始業式で話しました

本日の始業式で，子どもたちに次のような話を

しました。

みなさん，おはようございます。そして，明けま

しておめでとうございます。冬休みは，元気に楽し

く過ごせましたか？

冬休みの間に，新しい年，２０２３年になり，今

日から３学期が始まりました。今，みなさんは，ど

んな気持ちでいますか？

２学期の終業式で，冬休み中に考えておいてほし

いことを話しました。覚えていますか？ それは，

① 新しい年に「やりたいことやなりたい自分」

を思い描くこと

② そのために，３学期に何をするのかを考える

こと

でした。「やりたいことやなりたい自分」，「３学期に

すること」を頭の中にイメージできていますか？

２０２３年は「うさぎ年」

ですね。うさぎは，大きくジ

ャンプするのが得意な動物で

す。また，うさぎ年を「卯年」

と言い，「卯」の形は門が開く様子

に似ているので，新しい扉を開く

意味もあります。ですから，みな

さんも，自分の中にある新しい扉

を開き，新たな挑戦をすることで，

大きくジャンプする年にしてほし

いと思います。

そのためには，「やりたいことやなりたい自分」を

しっかりと思い描き，まず，「この３学期に何をする

のか」をしっかりと考える必要があるのです。

３学期は，今日を含めて５１日しか

ありません。６年生は，卒業がもう目

の前に迫っています。５年生は，もう

すぐ最上級生になります。他の学年の

みなさんも，今の学年より一つ上の学

年になって新しい１年生を迎えること

になります。一つ上の学年になるという自覚をもち，

５１日の間にその準備をしっかりと整えてください。

この３学期も，岳下小学

校の目標「やりたいことや

なりたい自分を思い描き，

自ら動き出す子ども」を意

識し，友だちと話し合い，

支え合いながら，自分で考

え決めたことや自分たちで

考え決めたことをどんどん実行していってほしいと

思います。みなさんの「自ら動き出す姿」を期待し

ています。

佐藤紗織先生が復帰しました

出産・育児のため，昨年度
の１０月より産休・育休を取
得していた佐藤紗織先生が，
この１月より復帰しました。
本日子どもたちと顔を合わ

せ，２年生は「佐藤学級」と
して新たなスタートを切りま
した。齋藤初美先生と共に学
び身に付けてきたことを，今
度は紗織先生との学校生活で大いに生かし，３
学年への進級に向けて，さらに成長していくこ
とと思います。紗織先生もやる気満々です。
２年生に限らず，全ての学年の子どもたちが

様々な場面で紗織先生と関わり，学んでいくこ
とも多々あると思います。
１年３ヶ月ぶりの岳下小学校勤務です。改め

まして，どうぞよろしくお願いいたします。

今回は，裏面はありません。


